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 ■ 会 長 談 話     松井 一郎 会長                      

 皆様今晩は、本日は 10 月 11（木）のガバナー公式訪

問のリハーサルを、大島ガバナー補佐をお招きして、本

番へのご指導を頂きたいと思います。 
先日、キティーホークに山口会員、山本会員、長野幹

事と私の 4 人で、乗船するチャンスを得ました。乗船す

る人数は約 3.000 名と見事な有様で、大変な一日を過ご

しました。全長 388ｍ、8 万 3 千ｔ、まさに、海の要塞

です。通常の一般人の乗船は岸壁に繋留した状態での見

学ですが、今回は発着艦の実践航行ということで、滅多

に無い経験をさせて頂きました。食事のことやら、色々

と、語り尽せない事ばかりでした。キティーホークは

1961 年 4 月に就役した最古の米空母であります。艦齢

46 歳の老齢艦には見えませんが、来年は日本を離れ、

退役することが決まっているそうです。長い間、何はと

もあれご苦労様でした。小佐野ガバナーはじめ地区役員

ガバナー補佐の面々も、当日ご一緒しました。 
さて、いよいよ逗子ロータリークラブは、対外的な社

会奉仕事業として、9 月 30 日のビーチバレーボール大

会を皮切りに市民祭り、達人講座、チャリティーダンス

と大きな事業が目白押しです。会員の皆様方の協力なく

しては、事業の成功はありません。何卒ご協力の程宜し

くお願いします。 

出席報告 会員数 49 名（出席免除 8 名） 出席数 22 名 出席率 53.66％ 前回修正出席率 64.29％

ゲ ス ト 大島正義第 2 グループガバナー補佐 

ビジター 石井伸二君（横須賀北）、浅見秀一君（横浜西） 

メークアップ 青山さん、山口君 

本日の進行（12:30）

呉 紅さん 

（米山奨学生） 

―次回のお知らせ― 

10月4日(木)(12:30)

小佐野圭三ガバナー 

公式訪問 

本日は「例会について」のテーマで大島ガバナー補佐

にスピーチをして頂きます。その後はフリーディスカッ

ションという形で進行させて頂きます。会員の皆様の、

奇譚の無いご意見をお願いします。  

 ■ 報告                                       

長野幹事：＊2008 年国際大会の案内 ＊米山記念奨学会 2006 年事業報告書  
＊2009－10 年度 RI 会長指名 スコットランド・セントラルグランジマウス RC ジョン・ケニー氏  

藤吉社会奉仕活動委員長：9/30 ﾋﾞｰﾁﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ大会は地域の方達にロータリーの活動を 
知ってもらう機会であり、麻薬撲滅キャンペーンも行うので、大勢の参加をよろしく。 

 桐田職業奉仕活動委員長：10/18 職業奉仕フォーラムは 
“座右の銘”について。各自発表の用意をよろしく。 

11/1 例会終了後逗子開成にて達人講座を行います。 
                講師は 7 名です。奮って立候補して下さい。 

 
 東京

1967  ビジターの浅見君、石井君 
2008 年国際大会 
6/15-18 ロサンゼルス 

“See the Stars”
(財)ロータリー米山記念奨学会 設立 40 周年 
RC が米山梅吉氏の功績を記念して 1952 年奨学金制度を制定。

年 7 月財団法人設立、全国組織となる。基本財産 3.000 万円。



 ■ 大島正義ガバナー補佐  ――ガバナー公式訪問前 訪問――   

「例会について」考えること 
ロータリーの基本は例

会への出席です。自分が

その職業を代表してロ

ータリアンになってい

るのであり、毎週必ず例

会に出ることはその人

に与えられた権利であり、出なければならない義務では

ありません。 
ロータリーの友 9 月号“新樹の声”掲載、入会 3 年未

満の方の意見です。「再三入会の案内をされたが踏み切

れなかった理由は例会出席率条件にあり、超多忙な日常

では不可能であった。諸事後顧の憂いを解決し入会可能

になったときは、はや高齢者であった。出席義務負担が

軽かったらすばらしい方々との出会いがもっと早かっ

た。出席率に一喜一憂する呪縛から解かれたら新会員を

より多く迎えられると思う。」 
例会の出席 ●ホームクラブ半期 30％、メークアップ

を含めて 60％が大原則、連続 4 週欠席は会員身分の消

滅とあります。が果たしてどのクラブもそれを行ってい

るのでしょうか？著名な方や大会社のトップの方など

の例会出席はかなり困難と思われますが。ともあれ例会

に出れば楽しいので休まないようにしたいと思います。 
●ロータリー語録に「入りて学び、出でて奉仕せよ」は

例会出席により得られるもの、社会に還元するのもにつ

いてよく表しています。 

●例会は職業奉仕の実践の場でもあり、例会で体得した

“奉仕の理念”を自分の属する業界に広めることが地域

社会の職業モラルを高めることになり、それが職業奉仕

の理念に適うものと思います。メークアップ ●やむ

を得ず例会に出られない場合は他のクラブにメークア

ップしましょう。1995 年の規定審議会で前後 2 週間内

のメークアップが認められ、2001 年からクラブ理事会

の裁量で殆どのロータリーの会合はメークアップとし

て認められるようになりました。 
●メークアップ時の途中退席は最も良くない事で、「ど

うぞ最後までご参加下さい」と声をかけたり、工夫が必

要です。 
●最も大事なことは、何よりも途中退席をしたくなくな

るような、意義ある楽しい例会を心がけることが何より

の対策だと思います。 
ｅ－Club について ●ロータリーの新しいモデルク

ラブで、インターネットで運営され、現在 28 クラブあ

ります。多数のロータリアンがメークアップするために

アクセスしているようです。この試験的プロジェクトは、

2009-10 年度まで延長されました。30 分間のアクセス

でメークアップになるということですが、これはロータ

リーの精神からだいぶ離れているように思います。一週

間に一度仲間と顔を合わせ種々について談笑し親交を

深め、奉仕することによって自分も啓発される集まりで

あるというところに意義があると思います。

 
 ■ ニコニコ BOX   （３５．０００円）                       
大島正義ガバナー補佐：こんな補佐訪問は初めて！！毎

月来なくてはいけませんネ。 
石井伸二君…先日箱根湯本ホテルご利用ありがとうご

ざいます。 
浅見秀一君…白沢先生にはお世話になっています。今日

は友人の石井君を誘ってきました。宜しく。 
松井君…大島ガバナー補佐ようこそ。本日は宜しく。 
矢部(光)君…大島ガバナー補佐をお迎えして。ご指導宜

しくお願いします。 
長野(芳)君、石黒君、市川君、船津君、赤池君、坂井君、 
石田君…大島ガバナー補佐、宜しくお願いします。 
鈴木(久)君、山科君…大島ガバナー補佐をお迎えして。 
桐ヶ谷君、福嶋君、臼井君、菊池君…大島ガバナー補佐

ようこそ。 
渡邊君…大島ガバナー補佐、ご苦労様です。 
松田君…今日はＳＡＡです。 
藤吉君…9/30(日)ビーチバレー宜しくお願いします。 
桐田君…急遽 11/1 達人講座を開催することとなりまし

た。ご協力を！ 
高橋君…涼しくなりました。 
山本(由)君…いよいよ食欲の秋ですね。皆さんメタボに

気をつけて！！ 
ニコニコ BOX 本日合計  ￥    ３５．０００ 
        累計   ￥   ６５２．６８４ 
ご協力ありがとうございました。 

 
 
 
 
 

≪編集だより≫   
例会について：例会の英訳は「レギュラー ミーティング」である。意訳すれば何時もの顔ぶれの集会という

ところであろう。遠慮のない会話が飛び交う愉快な時間である。その雰囲気から会長談話にしても卓話にしても

他所では聞けない貴重な知識や体験が聞けるのである。例会については出席義務というよりは魅力ある例会を作

るのが会員の義務ということが編集委員として例会を眺めてきた感想である。 

                                クラブ会報委員長   坂井  宰 


